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2. リユースモバイル関連ガイドライン検討会の概要①

2018年4月27日に総務省より公表された「モバイル市場の公正競争促進に関する検討会」報告書の提言を受けて、リユース
モバイル・ジャパン（RMJ）及び携帯端末登録修理協議会（MRR）内の理事企業を中心とした有志企業により、「リユース
モバイル関連ガイドライン検討会」を立ち上げ、安心安全で活発な「リユースモバイル市場の成長」に資することを目的として、
検討を重ねてまいりました。

リユースモバイル端末の取扱いに係る以下の
検討項目についてガイドラインを作成し、
業界企業に広く利用していただけるよう周知
する。

1.リユースモバイル端末の格付基準、機能・
性能の確認方法について
2.リユースモバイル端末の個人情報の
取扱い、データ消去について
3.リユースモバイル端末を扱う企業が具備す
るのが望ましい要件、リユースモバイルを
扱う人材の育成について

検討内容 推進に向けた体制

座長

ガイドライン連絡会

格付基準等
作業部会

個人情報等
作業部会

トレーサビリティ等
作業部会

RMJ粟津会長

RMJ事務局
MRR事務局

事務局オブザーバー

総務省
株式会社MM総研

修理事業で培った技術
面や機能評価に関する
ノウハウ

リユースモバイル事業を
推進してきた
事業ノウハウ

2

リユースモバイル関連
ガイドライン検討会
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3. リユースモバイル関連ガイドライン検討会の概要②

3

■取り組みと予定

■検討会構成団体
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4. 国内外におけるリユースモバイル端末市場

出典：RMJ 2017.04-.03 統計データ（2018年 5月）

■RMJ リユースモバイル・ジャパン会員企業統計データ
（2018年3月時点）

4

1.RMJ正会員企業の総店舗数

※RMJ正会員企業9社による18年3月末時点のリユースモバイル端末の買取と販売を共に行うリアル店舗数

2.RMJ正会員企業よる年間売上高 3.RMJ正会員企業よる年間販売台数

※対象期間：2017年４月～2018年３月
※OSを問わず、リユース、リサイクル対象端末スマートフォンの販売金額・販売台数の合計
※国内外、BtoB、BtoCを問わない
※RMJ正会員企業９社のデータを集計

予測

出典：

出典：各種データを基にMM総研が作成

出典：MM総研「中古端末の利用実態調査」 （2017年10月）
単位：億円 単位：万台
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5. リユースモバイル端末流通に関する調査①

出典： 総務省電気通信事業分野における市場検証（2017年度）年次レポート

■リユースモバイル端末の認知度・利用意向

5

携帯事業者に買取・引取依頼したユーザーは30.8％

廃棄・保管（退蔵）しているユーザーは61.8％
利用済端末の

90％
以上が退蔵また
は携帯電話事
業者へ

国内リユース市場には6.6％しか流通していない

61.8％ 廃棄・保管
30.8％が

携帯電話事業者へ

国内リユース
市場には

わずか6.6％

その他
0.8％

利用経験のあるユーザーは 5.6％

今後利用したいユーザーは 16.3％ ニーズが
ついに

20％を

超える
5人に１人はリユースモバイル端末を利用したい
（利用経験あり含む）
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6. リユースモバイル端末流通に関する調査②

出典： 総務省電気通信事業分野における市場検証（2017年度）年次レポート

■リユースモバイル端末の利用意向

29.5％

6

86.6％ 21.5％

１位 2位 3位

モバイル市場の公正競争の後押しに寄与

その他、消費者が不安に感じる理由

・「故障時などの保証がなさそう」（38.2％）
・「傷やへこみがありそう」（25.7％）

43.5％50.6％ 40.8％

１位 2位 3位

消費者の不安を払拭するための取扱い基準が必要

端末を安く買える
格安スマホや格安SIM等の
MVNOを利用したい

端末を分割払いではなく
一括払いで買いたい

バッテリーの持ちが
悪そう

きちんと動作するか
わからない

衛生ではない
イメージがある
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7. リユースモバイル端末流通に関する調査③

7

■端末を下取り・売却したくない理由

（％）

出典：株式会社MM総研 中古端末の利用実態調査（2017年10月）

個人情報等のデータ流出に対する懸念

スマートフォンユーザーの

3人に1人が
不安を抱いている
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8. これまでの取組

課題 取組内容

リユースモバイル
端末の認知度や
メリット訴求

テレビやラジオでのCM
各種メディア露出
店舗でのイベントやキャンペーン
WEBや店舗での顧客への声掛けや
POP展開 等

■認知度向上を目的に

提供：株式会社パシフィックネット

■消費者に不安を払拭するために

総務省検討会への参加

RMJ 広報活動

積極的なイベントやキャンペーンの実施

8

課題 取組内容

リユースモバイル端末の
品質

外装及び端末内部のテスト(Wi-Fi、液晶、各種センサー等)
各社の格付基準に基づく品質チェック

データ消去 オールリセットによるデータ消去、データ上書き消去も行っている事例も
個人情報保護

管理体制 セキュリティ度が高い場所で端末を検品管理している
トレーサビリティ対応
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9. これからのために

各社の取り組み モバイル市場の動き

適切な取扱いが行われていることを
利用者が確認できることが必要

9

消費者の
不安払拭

認知度
向上

各社毎の
安心安全
基準

個人情報
保護への
取り組み

サービス・
端末選択
の促進

中古端末
の国内
流通促進

ネットワーク
提供条件
の同等性
確保

公正競争
促進

業界での
標準的な
基準が
求められる
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10. ガイドライン策定へ

10

リユースモバイル関連ガイドラインは、リユースモバイル端末ビジネスの業務に関する法令遵守、および個人
情報や格付基準等に関し、基本的な考え方および事業者等がリユースモバイル端末の流通・検査・販売等
を行う際に留意すべき事項を整理するため、平成31年2月を目途にガイドラインを作成します

リユースモバイル事業者が具備する要件・教育体制など

リユースモバイル関連法令の整理と解説コンプライアンス

ガバナンス

オペレーション リユースモバイル端末の取扱方法

■骨子

消費者・関連事業者にとって安心で安全な
リユースモバイル端末取引市場の形成と発展に向けて
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11. ガイドライン（案）策定の視点

・メーカー・キャリア特有の事象
・関連事業者に関する事象

リユースモバイル事業者
の視点①（業務項目・フロー）

買取業務
検査・格付
業務

販売業務

リユースモバイル事業者
の視点②（設備・品質等）

リユースモバイル業界に
関連する法令の視点

・リユースモバイル事業者が具備する要件
・人材教育・事業者の認定

・事業に関する法令
・消費者保護に関する法令

モバイル業界特有の
視点

 ネットワーク利用制限
 機器固有の課題

消費者の視点

11

 利用者情報の消去の徹底

 各業務における安心安全評価・外装評価・機能評価の確認項目・手順

 法令遵守のために業務において行うべきこと

 SIMロック解除
 フェリカデータ

 古物営業法
 個人情報保護法

 電気通信事業法・電波法
 特定商取引法

 設備・環境・品質
 資格・人材・認証

・安心して安全にリユースモバイル端末を売買したい
 個人情報に対する不安
 商品・保障に対する不安

etc

etc

etc

etc

ガイドライン（案）は、消費者視点に立ち、リユースモバイル事業者が消費者の不安を払拭し、安全に安心
して利用できるリユースモバイルの流通を促進するために、下記の各視点から構成し、策定しています
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12. ガイドライン（案）の概要

12

ガイドライン（案）は、各作業部会での検討内容を、買取、検査・格付、販売の各業務フローの各段階に
沿って整理し、それぞれ法令等に基づいて遵守しなければならない必須事項、本ガイドラインに従う場合に
求められる要求事項、対応することが望ましい推奨事項を明確に示す予定です

構成員限り
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13. ガイドライン（案）主要ポイント①格付基準について

リユースモバイル端末の格付基準を規定

業界基準標準化により消費者の不安払拭
13

構成員限り
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14. ガイドライン（案）主要ポイント②利用者情報消去について

端末内の利用者情報の処理方法を規定

端末内の利用者情報に対する不安解消
14

構成員限り



Copyright 2018 リユースモバイル関連ガイドライン検討会 All Rights Reserved.

15. ガイドライン（案）主要ポイント③トレーサビリティについて

法令遵守、取扱い等について規定

関連事業者による安心安全な売買環境の構築
15

構成員限り
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16. ガイドライン確立によって

16

消費者・関連事業者が幅広く安心して、
安全にリユースモバイル端末取引ができる市場の形成と発展へ

リユースモバイル関連事業者によるガイドライン遵守と準拠表示

安心で安全な取引市場の形成・発展 消費者にとって幅広い選択肢

モバイル市場の公正競争に寄与
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17. ガイドライン（初版）の適用範囲

17

消
費
者
（
売
り
た
い
方
）

国
内
市
場

MNO

リユースモバイル
買取店

リユースモバイル
販売店

リユースモバイル
商品化センター

仲介事業者

修理事業者

不要になった
携帯電話端末

海
外
市
場下取り等

端末
メーカー

今後期待できる商流

修理・整備済モバイル端末

消
費
者
（
買
い
た
い
方
）

情報管理

ガイドライン ガイドライン

法令遵守

●対象事業者イメージ
・エコケー
・クリエージェンシー
・携帯市場
・ゲオ
・ソフマップ
・日本テレホン
・パシフィックネット
・ブックオフコーポレーション 等

（五十音順）

買い取った
携帯電話端末

ガイドラインに基づき
商品化された端末

ガイドライン適用
リユースモバイル

ガイドライン（初版）適用範囲：リユースモバイル端末事業者

ガイドライン
準拠表示

ガイドライン準拠表示

ガイドライン
準拠表示

下取りした
リユースモバイル端末

（修理済・整備済・ASIS）
リユースモバイル端末

リユースモバイル端末
事業者

・修理・整備依頼
・部品再利用向け端末

修理・整備済モバイル端末

●対象事業者イメージ
・エコケー
・クリエージェンシー
・携帯市場
・ゲオ
・ソフマップ
・日本テレホン
・パシフィックネット
・ブックオフコーポレーション 等

（五十音順）
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18. 目指す方向性とロードマップ

18
18

安心安全なリユースモバイル市場の形成と発展に向けたロードマップ

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2018年 2019年

推
進
体
制

標
準
化
対
応

市
場
課
題
へ
の
対
応

国
の
施
策
・
行
政
等

リユースモバイル関連ガイドライン検討会による活動
7/3

設置

標準化（ガイドライン）活動、特有課題への対応、周知啓発等を方向付け

作業部会による標準化に向けた活動

ガイドライン主要ポイント作業部会設置/部会活動

●格付基準等作業部会
●個人情報等作業部会
●トレーサビリティ等作業部会

BtoC・BtoB領域における格付け基準化・定量評価方法の検討・統一基準策定に向けた活動

不正防止・法令順守・トレーサビリティの徹底に向けた活動

ガイドライン
初版 公表

7/3

設置

ガイドライン
改訂版-リリース

個人情報取り扱いに関するルール整備、啓発等の活動

安心安全な
リユースモバイル市場の
形成と発展に向けて

消費者不安を払拭し、
認知度を高め、

継続して検討・協議が
必要な事項

■リファビッシュ（整備済）製品に関する表示方法の定義、表示基準の統一化に向けた取組

■総務省：モバイル検討会報告書で対応の方向性が示された事項
中古端末の国内流通促進関係

・ 下取り端末の流通・販売を行う者に対する MNO による当該端末の国内市場での販売の制限を業務改善命令の対象とするガイドラインへの対応
・ 中古端末の SIM ロック解除を求めるガイドラインへの対応
・ 中古端末に関する民間の取組の後押し
・ MNO による盗品等に関する迅速かつ明確な情報公開

■ネットワーク利用制限に関するリユースモバイル市場視点の課題提起と課題解決に向けた取組

■関連事業者に向けたリユースモバイル端末の国内流通促進に向けた取組

■不正防止に向けた海外対応事例の研究と国内導入に向けた検討（事業者間データ連携/不正リスト等）

■人材教育・資格者制度、認定事業者制度化に向けた検討

リユースモバイル関連
ガイドライン作成・改訂

事業者認定制度
に向けた検討

課題解決への
取り組み

11/19 規制改革推進に関する第４次答申：規制改革推進会議

2019年10月
楽天モバイル参入競争激化 通信費の動向
消費税増税（10％）節約意識の高まり

情報通信審議会 電気通信事業政策部会特別委員会 モバイル市場の競争環境に関する研究会/ＩＣＴサービス安心・安全研究会

2019年4月 分離プラン本格化？

2019年9月
中古端末SIMロック解除 解禁
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消費者が安全に安心して
リユースモバイル端末を
利用できる世の中をめざします

19. おわりに

19




